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はじめに  

 現代は将来の予測が困難な時代であり、その特徴である変動性、不確実性、複雑性、曖昧性の頭文字を

とって「VUCA」の時代とも言われています。新型コロナウィルス感染症の感染拡大の影響及びロシアの

ウクライナ侵略による国際情勢の不安定化は、正に予測困難な時代を象徴する事態であり、このような

危機に対応する強靭さを備えた社会をいかに構築していくという観点はこれからの重要な課題です。

2040 年以降の社会を展望したとき、教育こそが社会をけん引する駆動力の中核を担う営みであり、人間

中心の社会を支えるシステムとなる時代が到来しているといえます。将来の予測が困難な時代において、

一人一人の豊かで幸せな人生と社会の持続的な発展を実現するために、教育の果たす役割はますます大

きくなっています。 

 このような中、これからの学校の果たすべき役割として、令和３年中央審議会の答申「令和の日本型学

校教育の構築を目指して」が示されました。学校には、従来の（日本型）学校教育の成果を踏まえつつ、

現行学習指導要領の着実な実施と、GIGA スクール構想で整備された ICT 環境の活用を通して、個別最適

な学びと協働的な学びの授業の往還を図り、主体的・対話的で深い学びを目指した授業改善・改革に努め

ていくことが求められています。また、子どもたち一人一人が、自分のよさや可能性を認識し、あらゆる

他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会変化を乗り越え、豊かな人

生を切り拓き、「持続可能な社会の創り手」になることを目指すという考え方が重要となります。令和５

年６月には、第４期教育振興基本計画が閣議決定され、2040 年以降の社会を見据えた教育施策における

総括的な基本方針として「持続可能な社会の創り手の育成」及び「日本社会に根差したウェルビーイング

の向上」が掲げられました。 

 北広島市教育委員会では、令和３年に策定した「北広島市教育振興基本計画（2021～2031）」に基づき

各種教育施策を進めているところであり、各学校は、子どもたちの生きる力の基盤をなす「確かな学力」

「豊かな心」「健やかな体」の育成はもとより、本計画の理念である「豊かな知性や心と 健やかな身体

をもって 自然と創造の調和を図り、郷土を愛し、未来を切り拓く人を育む」に基づく、北広島市ならで

はの教育の充実に一層努めなければなりません。 

 本市では、令和３年度に「小中一貫教育全国サミット」を開催し、義務教育９年間を通して子どもたち

の「生きる力」を育む、小中一貫教育の成果を発表し、全国より高い評価をいただきました。積み重ねて

きた小中一貫教育は本市における特色ある教育として位置づき、より一層可能性を広げていきます。さ

らに令和５年度に、北広島市全小・中学校で、コミュニティ・スクールが導入されました。親和性の高い

小中一貫教育とコミュニティ・スクールを基盤として、家庭・地域と目指す子ども像を共有し、義務教育

の９年間を通した連続的・系統的な教育を進め、確かな学力と豊かな人間性・社会性を身につけた、未来

を拓くたくましい子どもを育成していきます。加えて、学力向上や実効性のあるいじめ対策、不登校対

応、子どもたちの心と命を守る取組、教職員の働き方改革等の喫緊の課題についても、学校が組織として

一丸となり取り組んでいくことが重要です。 

こうした取組を確かなものにするためには、本市教育に関わる全ての人が課題を共有しながら、目指

す子ども像の実現に向けて一体となって取り組んでいく必要があります。その推進を図るために、この

令和６年度北広島市学校教育の推進方針を作成しています。推進方針では、本年度における学校教育の

重点、実践目標を定め、11 の実践への具体的手立てを示しています。 

各学校におかれましては本推進方針を有効に活用され、学校重点目標の設定や、教育活動の点検・評価

等を通じた持続可能な学校運営の改善を図るとともに、創意工夫しながら積極的な教育活動を展開され、

子どもたちをはじめ、保護者や地域の期待に応える学校づくりに努めていただきますようお願いします。 

 

令和６年４月 

                           北広島市教育委員会教育長 𠮷田 孝志 
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教育の動向 

□『令和の日本型学校教育』の構築を目指して                      （中央教育審議会 令和３年１月答申） 

全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

□第 4期教育振興基本計画（令和５年度～９年度）                        （政府 令和５年６月 閣議決定） 

＜２つのコンセプト＞ 

 

＜５つの基本的な方針＞ 

 ・グローバル化する社会の持続的な発展に向けて学び続ける人材の育成 

 ・誰一人取り残されず、全ての人の可能性を引き出す共生社会の実現に向けた教育の推進 

 ・地域や家庭で共に学び支え合う社会の実現に向けた教育の推進 

 ・教育デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進 

 ・計画の実効性確保のための基盤整備・対話 

 

□北海道教育推進計画（令和５年度～９年度）      （北海道教育委員会 令和５年３月 教育委員会会議決定） 

 ＜基本理念＞  

    

＜３つの施策の柱＞   

・子ども一人一人のよさと可能性を引き出す教育の推進 

  ・学びの機会を保障し質を高める環境の確立 

  ・地域と歩む持続可能な教育の実現 

 

□令和６年度 石狩管内教育推進の重点                                  （北海道教育庁石狩教育局） 

 ＜テーマ＞ 

  

 ＜３つの重点＞ 

     重点１：資質・能力の確実な育成・定着  

教育課程を通した、必要となる資質・能力の 確実な育成・定着（学力保障） 

     重点２：学校組織の強化・活性化→人材育成  

学校経営方針に基づく質の高い教育活動等を推進する学校組織体制の構築 

     重点３：地域と歩む持続可能な教育体制の実現 

学校と地域が、育成する子ども像を共有し、連携・協働する教育体制 

 

「令和の日本型学校教育」の構築に向けた今後の方向性 

(１) 学校教育の質と多様性，包摂性を高め，教育の機会均等を実現する 

(２) 連携・分担による学校マネジメントを実現する 

(３) これまでの実践と ICT との最適な組合せを実現する 

(４) 履修主義・修得主義等を適切に組み合わせる 

(５) 感染症や災害の発生等を乗り越えて学びを保障する 

(６) 社会構造の変化の中で，持続的で魅力ある学校教育を実現する 

持続可能な社会の創り手の育成 日本社会に根差したウェルビーイングの向上 

「子どもの未来保障」 ～全ての子どもに必要な資質・能力を確実に育成する石狩の教育～ 

 「自立」と「共生」 
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第 1 章 北広島市教育振興基本計画（2021～2030） 

１ 北広島市の教育理念 

 

 

 

 

 

≪教育理念の考え方≫ 

本市では、昭和45 年度(1970 年度）に広島町総合開発計画を策定して以来、「自然と創造の調和

した豊かな都市」をまちづくりのテーマに掲げ、自然に囲まれた美しいまちなみの中に、市民が住み

よさを実感しながらいきいきと活動するまちをめざしてきました。 

本市の教育理念では、本市のまちづくりにふさわしい「人づくり」に重点を置き、市民一人一人

が、その能力や体力などに応じて、自己の教養や人格を磨き、運動やスポーツ、文化に親しむことな

どを通して健康で豊かな人生を送ることができるよう教育・人づくりに取り組むこととしています。 

また、北広島で生まれ育つ喜びや暮らし続けたいという思いを抱きながら、将来の変化を予測する

ことが困難な時代を前に、自己の夢や目標を持ち、他者の個性を尊重しながら支え合い、共生社会の

実現など、この先のより良い社会の創造に向けて「未来を切り拓いていく力」を育み、北広島はもと

より、国内外で活躍する人を育むことを教育理念とし、この教育理念を市民と共有して取り組んでい

きます。 

 

２ 北広島市のめざす人間像 

本市では、市総合計画（第6次）においてめざす都市像を「希望都市」「交流都市」「成長都市」

として、次のとおり設定しています。 

希望都市 

だれもが希望を持って、輝けるまち 

子どもからお年寄りまで多世代の方々が趣味、仕事、家族、友人などそれぞれの楽

しみや喜びを持った生活を営み、すべての市民が希望を持ち、人が輝くまちをめざ

します。 

交流都市 

多様な交流が生まれ、にぎわいと活力にあふれるまち 

観光、産業、スポーツ、芸術文化などあらゆる分野において、国内外を問わず、多

くの人々が行き交い、市民との多様な交流を創出することにより、にぎわいと活力

にあふれるまちをめざします。 

成長都市 

未来に向かって、着実に成長するまち 

緑豊かな充実した生活環境を維持・向上させるとともに、本市の歴史や様々な魅力

に市民が誇りと愛着を持てるまちづくりを実践し、未来に向かって、着実に成長す

るまちをめざします。 

豊かな知性や心と 健やかな身体をもって 

自然と創造の調和を図り、郷土を愛し、未来を切り拓く人を育む  

           昭和 44 年８月制定 昭和６０年３月改訂 令和３年２月改訂 
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本市がめざす人間像は、本市の「まちづくり」にふさわしい「人づくり」に重点を置き、三つの都

市像と、このまちにゆかりのある先人の精神や行動から導き出された人間像を重ね、「希望都市」に

はＷ．Ｓ．クラーク博士による「希望を懐く人」、「交流都市」には和田郁次郎翁による「交流に励

む人」、「成長都市」には中山久蔵翁による「成長に挑む人」を象徴的に掲げ、教育施策を推進する

ものであります。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜めざす都市像＞ 

＜めざす人間像＞ 

希望都市 
だれもが希望を持って、輝け

るまち 

希望を懐く人 

情熱・使命感・専門性 

＜先  人＞ 

 

 

 

W.S.クラーク博士       和田 郁次郎翁         中山 久蔵翁 

 

 

 

W.S.クラーク博士         

 

 

成長都市 
未来に向かって、着実に 

成長するまち 

交流都市 
多様な交流が生まれ、にぎ

わいと活力にあふれるまち 

成長に挑む人 

自律・意識改革・行動 

交流に励む人 

調和・協調・刻苦勉励 

＜めざす人間像＞ 

希望を懐く人  交流に励む人  成長に挑む人 

                             令和３年２月制定 

 

１８７７年、北広島市島松沢

で米国への帰国に際して、

Ｗ．Ｓ．クラーク博士は当時

の教え子たちに「青年よ 大

志を懐け」の名言を残してい

ます。彼は当時の学生たちに

情熱・使命感・高い専門性を

もち、新しい時代を切り開く

よう伝え続け、「希望を懐く

人」づくりに努めました。 

１８８４年、広島県人により

北広島の開拓の歩みが始ま

りました。そのリーダーとし

て苦難の道を歩みながら努

力を続けたのが和田郁次郎

翁です。新たな発想とゆるが

ぬ信念、そして、たゆまぬ努

力でまちと人を動かし続け

た彼は、「交流に励む人」その

ものでした。 

１８７１年、現在の島松沢に

入植した中山久蔵翁は、当時

は不可能とされていた道南

以北での稲作に挑みました。

彼は、幾多の苦労の末、2 年

後に米を収穫し、開拓に当た

っていた人々に種もみを無

償で配布し、寒地稲作の祖と

して、本道の稲作の端緒を開

いた「成長に挑む人」でした。 
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３ 北広島市教育ビジョン 

教育振興基本計画では、ライフステージにあった学習環境を整備する「縦軸」と、地域における人

材や関係機関・団体などの持続的な連携協力を広める「横軸」の取組をさらに深め、高度化するＩＣ

Ｔ社会等に対応できる力の育成など、これからの社会の大きな変化に対応できる力を育むため、学

校・家庭・地域等が相互に支え合い、社会総がかりで他者の個性を尊重しながら学び合う環境を整備

するとともに、教育を通じて生涯にわたる一人一人の「可能性」と「チャンス」を最大化にすること

を2021年度から2030年度における10年間の重点事項とし、それを簡潔に表現することとして、北広島

市教育ビジョン及びテーマを次のとおり設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

 

 

＜北広島市教育ビジョン・テーマを進める上での視点＞ 

   

 □ 視点１ 生涯にわたって学び合う学習環境の充実と活躍できる環境の整備 

いつでも、どこでも、だれでも、何度でも学習することができる学び合いの学習環境を

充実するとともに、学習したことを活用できる環境を整備する視点 

 

   □ 視点２ 誰もが社会の担い手となるための学びの環境の整備 

障がいの有無や、日本語指導の必要性、不登校、家庭環境などにかかわらず、多様な観点

のニーズに対応した学習機会の提供を図り、一人一人の可能性を最大化する視点 

 

   □ 視点３ 学校、家庭及び地域等が一体となった教育力の向上 

学校、家庭、地域住民、企業や行政等が、それぞれの役割と責任を自覚し、相互が補完し

合うなどの連携協力・協働により、地域の教育力の向上を図り新たな地域づくりを進めてい

く視点 

 

   □ 視点４ 持続可能な社会づくりの担い手を育む教育の推進 

世界における環境、貧困、人権、平和、開発などの様々な現代社会の課題を自らの問題と

して捉え、それらの課題の解決につながる新たな価値観や行動を生み出す力を育むとともに

他者の個性や違いを尊重しながらより良い社会の創造に向けて共に考え行動できる力を育む

ことにより持続可能な社会を創造する担い手を育てる視点 

  

＜北広島市教育ビジョン＞ 

生涯にわたる学び合いをとおして、誰もが活躍できる社会の実現 

                             令和３年２月制定 

 

＜テーマ＞ 

大志をいだき未来を切り拓くまち・きたひろしま 
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政策８ 

４ 北広島市教育振興基本計画（2021～2030）の体系 

 

 
 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

テーマ 

9つの政策 ２6の施策 

めざす人間像 

1  義務教育９年間の学びを支える教育活動の展開 

2 豊かな心を育む教育の充実 

3  確かな学力を育てる教育の充実 

4 健やかな体を育てる教育の充実 

5 特別支援教育の充実 

6 社会の変化や課題に対応した教育の推進 

７ 地域とともにある学校づくりの推進 

8 教育環境の整備 

9 学校ＩＣＴ環境の整備 

10 幼児教育・家庭の教育力向上への支援の充実 

11 教育相談体制の充実 

12 地域が支える健全育成活動の充実 

13 人を育む社会教育の充実 

14 学び合う生涯学習機会の充実 

15 学びと活動・活躍の循環 

16 健康で生きがいのあるスポーツ活動の推進 

17 競技スポーツへの支援 

19 だれもが参加できる地域文化の振興 

20 創造と交流を生む芸術文化活動の展開 

2１ エコミュージアム構想の推進 

22 文化財の保存と活用 

23 図書サービスの充実 

「大志をいだき未来を切り拓くまち・きたひろしま」 

t 

24 地域まるごと読書活動支援の充実 

25 開かれた教育行政の推進 

「生きる力」を
育む学校教育の
推進 

信頼され、 魅
力ある学校づ
くりの推進 

やさしく支え
あう教育連携
の推進 

結び合い、学び
合う社会教育の
推進 

スポーツ活動の
推進 

芸術文化活動

の振興 

郷土愛を育む 
教育活動の推進 

開かれた教育行政の推進
確かな教育行政の運営 

希望を懐く人 

交流に励む人 

成長に挑む人 

 

政策３ 

政策４ 

政策７ 

政策２ 

政策６ 

政策９ 

生涯にわたる 

読書活動の推進 

18 スポーツライフの充実と環境整備 

26 確かな教育行政の運営 

政策1 

政策5 
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第２章 学校教育の推進方針 

１ めざす子ども像 

市の教育理念、めざす人間像、教育ビジョン・テーマを受け、３人の先人の「希望を懐く 交

流に励む 成長に挑む」という志を体現できる子どもを育むことをめざし、北広島市で学ぶ児童

生徒のめざす子ども像を、次のように掲げました。 

 

 

 

             

北広島市の子どもたちが、 

「自立」～自らが自分自身を知り、自分のよさに気づき、伸ばしながら、 

可能性を信じて様々なことに挑戦していく力 

     「協働」～他を認め、思いやりを持って助け合い、協力して課題や困難に 

立ち向かう力 

     「創造」～自分と他者、地域社会と関わりながら、課題解決を図り、新し 

い価値を見出していく力 

      これらの力を身につけ、夢や希望を持ち、様々な困難を乗り越え、多様な人々と協働しなが

ら持続可能な社会の創り手として成長していくことをめざします。   

 

      

 

 

 

 

 

２ 学校教育における推進政策 

 

〈政策１〉 「生きる力」を育む学校教育の推進 

□ 義務教育９年間で児童生徒の学びを支える小中一貫教育を推進します。 

□ 豊かな心を育むため、自分の大切さとともに、他者の大切さを認めるなど、子どもの豊かな人

間性と多様な能力を育む教育を推進します。 

□ 基礎的・基本的な知識や技能、課題を解決するための思考力・判断力・表現力や主体的な学習

態度を育成し、目標の実現や課題の解決を図ることができる確かな学力を育てる教育を充実し

ます。 

□ 体力、運動能力の向上を図るとともに、体力の源である食の正しい知識や望ましい食習慣の確

立など健やかな体を育てる教育を充実します。 

□ 一人一人の教育的ニーズに応じた、きめ細かな指導や支援の充実を図ります。 

□ 環境、平和や人権等の SDGｓの対象となる様々な課題等の解決に向けた主体的な取組を通し

て、人格の発達や、自律心、判断力、責任感などの人間性を育むとともに、他者や社会、自然

環境との関係性を認識し、「関わり」「つながり」を尊重できる個人を育む教育を充実しま

す。 

□ 国際社会で活躍する人材を育成するために外国語教育の充実を図ります。 

  

『大志をいだき 心豊かに たくましく 生きる子ども』 

～  自立  協働  創造  ～ 

 

「自立」「協働」「創造」は第２期教育振興基本計画（H25～29）において 3 つの理念として掲

げられ、第 3 期教育振興基本計画（H30～R４）においてもその理念が継承された。 

「自立」と「協働」は個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実に対応する方向性であり、

「創造」は主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を通じてもたらされるものである。 

＜次期教育振興基本計画について（答申）より＞ 令和 5 年 3 月   
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〈政策２〉 信頼され、魅力ある学校づくりの推進 

□ 学校の教育活動や運営についてのマネジメントサイクルに基づいた継続的な評価や評価結果の

公表、保護者や地域住民との双方向の協力、学校関係者や学校運営協議会（コミュニティ・ス

クール）からの意見や評価の活用などを通して、「地域とともにある学校づくり」を推進しま

す。 

□ コミュニティ・スクールや地域学校協働活動など、学校、家庭、地域が連携・協働し子どもの

学びを支える取組の充実を図ります。 

□ 学校における働き方改革を推進し、教職員が本来担うべき業務に専念できる体制の確保に努め

ます。 

□ 経済的な理由により就学が困難な児童生徒の保護者に対し、必要な援助を行うことによって、

児童生徒の教育を受ける機会の確保に努めます。 

□ 児童生徒の確かな学びを保障するため、より良い教育環境や適正な集団規模の中で学ぶことが

できるよう検討します。 

□ 質の高い学びを支える環境づくりや安心して学ぶことができる学校づくり、新しい教育手法に

よる魅力ある教育活動等、社会の変化や技術の発展等に応じた教育環境を整備します。 

 

〈政策３〉 やさしく支えあう教育連携の推進  

□ 「生きる力」の基礎や生涯にわたる人格形成の基礎を培う小学校就学前から、小学校教育への

円滑な接続を充実させます。 

□ 基本的な生活習慣や自立心の育成など、関係機関と連携し、家庭教育への支援を進めます。 

□ いじめの未然防止や早期発見・早期対応、不登校児童生徒の支援を図るため、関係機関との連

携強化と専門的知識を有する人材の活用を進めます。 

□ 青少年を健やかに育む安全・安心な育成環境を確保するため、家庭、学校、地域との連携を強

化し、主体的な健全育成活動を支援します。 

□ 登下校時における事件・事故から子どもたちを守るため、保護者や地域住民、警察等の関係機

関と連携した安全確保対策を推進します。 

□ 児童が放課後を安全・安心に過ごし、多様な体験や活動ができるよう活動拠点として「放課後

子ども教室」の充実を図ります。 

 

３ 学校教育の重点 

 

 

 

     

将来の予測が困難な「VUCA」と言われる時代において、未来に向けて自らが社会の創り手と

なり、課題解決などを通じて持続可能な社会を維持・発展させていくことが求められています。

Society5.0 においては、「主体性」「リーダーシップ」「創造力」「課題設定・解決能力」「論

理的思考」「表現力」「チームワーク」などの資質・能力を備えた人材が期待されています。 

このような資質・能力をより一層確実に育むため、基礎学力を保障し、その才能を十分に伸ば

し、社会性等を育むことができるよう学校教育の質を高めていく必要があります。そのためには

小中学校９年間を見通し、小中一貫した教育を推進することが極めて重要です。本市では、平成

30 年度から学校教育の重点として「小中一貫教育」を掲げ、各中学校区において運営組織を確

立し、小中一体となって子どもたちの育成に取り組んできました。また、令和５年度より市内全

ての中学校区でコミュニティ・スクールが導入されました。コミュニティ・スクールを基盤とし

た家庭・地域・学校等の連携「横の小中一貫」と小学校と中学校の連携「縦の小中一貫」との一

体化した取組を通して、社会の持続的な発展を生み出す人材を育成していかなければなりませ

ん。 

 

持続可能な社会の創り手を育む教育 
～コミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教育の取組を通して～ 
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□ 中学校区での「めざす子ども像」の共有 

   中学校区で、めざす子ども像を共有し、児童生徒の「生きる力」を育成します。 

□ 中学校区での「育成すべき資質・能力」の明確化 

   「学びに向かう力、人間性」「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」の３つの観点ごと

に校区の子どもたちに身につけさせたい資質・能力を明確にし、一体となった取組を進めま

す。 

□ 義務教育９年間を見通した一貫した指導 

   教育課程の編成、指導形態などの工夫改善や生徒指導、大志学の充実を図り義務教育９年間

を見通した一貫した指導を行います。 

□ 子ども同士や教職員間の交流と協働による教育活動 

   小中学生が互いに学び合う場と、教職員が協働して推進する教育活動を設定するなど、交流

と協働による教育活動を推進します。 

□ コミュニティ・スクールを基盤とした学びを支えあう教育環境づくり 

   中学校区を単位としたコミュニティ・スクールの活動をさらに充実させ、家庭・地域・学校

等が連携・協働した「地域とともにある学校づくり」の充実をめざしていきます。９年間で

育てたい子ども像を学校だけでなく、家庭や地域とも共有し子どもの連続した学びを支える

教育環境づくりを推進します。 
 

４ 学校教育の基本方針 

 

 

 

 

  

 
 
 
 
 

  
 
 

 
 

 

 

 
 

 

５ 本年度の実践目標 
 

 

 

＜資質・能力の育成＞ 

  新しい時代に求められる資質・能力（言語能力、情報活用力、問題発見・解決能力等の学習の

基盤となる資質・能力）の育成に向け、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善の推進

カリキュラム・マネジメントの確立といった学習指導要領の趣旨が各学校で確実に実施されなけ

ればなりません。 

▷学習指導要領の着実な実施が重要 

個別最適な学びと協働的な学びを通して 
持続可能な社会の形成に必要な資質・能力を育む 

 

学校・家庭・地域が一体となった持続可能な教育の創造 

子ども一人一人のよさと可能性を引き出す教育の推進 

・教育課程   ・道徳教育 

・特別支援教育 ・大志学 

・SDGｓ・ＥＳＤ 

子ども一人一人の学びの質を高める教育環境の整備 

基
本
方
針
１ 

１１の具体的手立て 

基

本
方
針
２ 

基
本
方
針
３ 

子どものよさや可能性を引き出すためには、自己肯定感・存在感を高
めていくことが大切。そのために、子ども一人一人の学びを見守りつ
つ、自立をめざした適切な指導と必要な支援をバランスよく行い、子ど
もの伴走者としての関わりを丁寧に進めていく必要がある。 

学習指導要領のめざす「主体的・対話的で深い学びの実現」に向け
て、「対話」を重視した授業づくりや１人１台端末の活用など、子ども
が「自立した学習者」となり、自ら学びを調整できる環境を整備してい
くことが重要である。 

・授業改革 ・生徒指導 

・ICT 活用 ・資質能力の向上 

「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて、組織的・継続的に学
校と家庭・地域が協働していくことが重要。学校と地域住民等が目標
やビジョンを共有し、一体となって子どもたちを育む「地域とともにあ

る学校づくり」をめざしていく。 

・連携・協働 

・安心安全な教育環境 

１１の具体的手立て 

１１の具体的手立て 
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  ▷学校教育を支える基盤的なツールとして ICT の活用が必要不可欠 

＜子どもの学び＞の姿 

 「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させる。 

▷「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改革につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 実践への具体的手立て 

 

 

一人一人の児童生徒が主役となり、自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値

のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切

り拓き、持続可能な社会の創り手となることができるようにするためには、小中９年間での課題を明

確にし、全ての教育活動で課題解決を図るための重点的な取組を横断的に展開するとともに、小中教

職員のつながりを大切にした学習指導、中一ギャップの解消、小・中学生と地域の関係の深まりなど

小中９年間を一つのまとまりと考え、子どもの発達段階に応じ、CS を基盤とした小中一貫教育を展

開していくことが重要となります。 

各学校には、学習指導要領等を受け止めつつ、子どもたちの姿や地域の実状等を踏まえて、各学校

が設定する学校教育目標を実現するために、学習指導要領等に基づき教育課程を編成し、それを実

施・評価し改善していくことが求められています。そのためには、各種調査結果を客観的な指標とし

エビデンスに基づいた検証改善サイクルの充実を図る取組を進めることが大切です。 

本市では、各学校が全教職員でめざす目標の具現化や課題解決の方策を共通確認し、組織的な取組

や対応をしていく中で、エビデンスに基づいた RPDCA のマネジメントサイクルを行います。 

（Ｒ～実態把握）各教育活動を評価・分析することで課題を焦点化する。 

（Ｐ～計画）  それをもとに教育課題の方向性を定め具体的な取組を計画化する。 

（Ｄ～実践）  各月の学校づくりの指標を明らかにする「学校経営プログラム」を策定して計画

の具体化を図り、それを基に組織的、協働的に実践し、児童生徒の変容を促す取

組を行う。 

（Ｃ～評価）  取組後、達成状況を評価するなど教育活動や学校運営に関わる評価を行う 

（Ａ～改善）  評価に基づき、改善策を策定し、組織的に意思決定する。 

 

このように学校が組織的に教育活動を展開するために、校長は学校経営ビジョンを策定し、そ

の進行を管理、適切に指示することによって学校改善に努めていかなければなりません。 

教育目標の実現に向けたエビデンスに基づく検証改善サイクルの充実 

＜個別最適な学び＞ 

・子どもの成長やつまずき、悩みなどの理解に努め、個々の興味・関心・意欲等を踏ま

えてきめ細かく指導・支援する 

・子どもが自らの学習の状況を把握し、主体的に学習を調整できるよう促していく 

＜協働的な学び＞ 

・探究的な学習や体験活動等を通じ、子ども同士で、あるいは多様な他者と協働しなが

ら学びを充実させる 

・一人一人のよい点や可能性を生かすことで、異なる考え方が組み合わさり、よりよい

学びを生み出す 
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学習指導要領では「社会に開かれた教育課程」の実現を通して、新しい時代を生きていく子どもたちに

必要な資質・能力を育成することを目指しています。そのためには教育課程を基軸とした取組を通じて、

教科等の横断的な視点から教育活動の改善を行っていくことや、各教科等や学年の枠を越えて組織運営の

改善を図っていくことが重要です。 

本市においては、小中一貫教育を推進していくにあたり、９年間の学びを系統的・継続的に行うこと、

教師と子ども、学校と家庭、地域とのかかわりを大切にすることなど「つなぐ」教育が重要であると考え

「学びをつなぐ」「大志をつなぐ」「人と人をつなぐ」という３つの「つなぐ」をキーワードに具体的な

取組を推進しています。 

 ＜小中学校が一体となった質の高い学びのつなぎ＞ 

  □一貫性のある教育課程の編成 

   ・つけたい資質・能力を明確にしたカリキュラムを編成する 

   ・子どもの変容等エビデンスに基づく検証改善サイクルを充実させ、すべての子どもの可能性を引き

出す教育活動を推進する 

  □課題の明確化と横断的な学び 

 ・子どもの実態や課題、育みたい力を適切に把握し、その実現に必要な教科横断的な視点で組み立て

実践する 

 ・共通の学び方や一貫性のある授業スタイル等を確立する 

□重点化・系統性を図った指導計画 

 ・各種調査結果から学力・体力等の分析と共有化を図り、年間指導計画の接続と充実に役立てる 

 ・学習指導の重点化を図った教科系統表を作成し、長期的視点に立った指導の工夫に努める 

□対話重視・ICT 活用の授業づくり 

 ・対話や協働活動の工夫を図り、考えを広げ深める協働的な学びを実現する授業への転換 

 ・端末を効果的に活用し、子どもが自己調整しながら主体的に学習を進めていく授業への転換 

□小・中全教職員による授業研究 

 ・各種調査結果を小・中合同で分析し、具体的な改善方策の立案、協働した授業改革につなげる 

 ・小中の授業を参観し合うことで、互いのよさを活かした指導の工夫や授業改善につなげる 

□指導体制の工夫 

 ・中学校へのスムーズな移行ができるよう指導体制の工夫を図る 

 

 

 
 
 
 
 
 

□成果指標 

 

※関連する SDGｓの目標は、北海道教育推進計画（2023～2027）施策の開発目標に準じています 

指          標 
本市の現状  

R５.10 学校対象アンケート 

達成目標 

Ｒ６(2024) 

児童生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づ
き、教育課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一連のＲＰ
ＤＣＡを確立していますか     よくしている（学校対象） 

小中 73.3％ 
目標値 

小中 100% 
R5.４全国調査（公立） 

小 39.2％  35.4％ 

近隣等の小、中学校と、教科の教育課程の接続や教科に関する共

通の目標設定など教育課程に関する共通の取組を行いましたか 

よく行った（学校対象）                                                      

小中 93.3％ 
目標値 

小中 100% R5.４全国調査（公立） 

小 18.5％  中 25.0％ 

教育課程～子どもの可能性を引き出す横断的・系統的な教育課程の実践 

北広島市教育振興基本計計画 ２６の施策との関連 施策１～１２ 

関連する SDGｓの目標  

具体的手立て１ 
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新しい時代に必要となる資質・能力の育成のため、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改革

を進めます。子どもたち一人一人の学力を保障するため、学びの土台づくりと、「対話」を重視した授業

子どもに委ねる授業に全教員が取り組むことで子ども主体の学びへの転換を図ります。 

＜学びの土台づくり＞各中学校区「〇〇スタンダード」の定着 

基礎的・基本的な知識・技能や学習の基礎となる資質・能力の確実な育成 

□学習規律の確立（話し方、聞き方、姿勢等） 

□誰もが活躍できる安全・安心な学級づくり、仲間づくり 

□読解力を支える基礎力「読む力」「書く力」の向上 

□家庭学習の充実 

 

 

 

 

 

 

 

＜多様性を重視した教育・人材育成＞「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
□成果指標 

指          標 
本市の現状  

R５.10 学校対象アンケート 

達成目標 

Ｒ6(2024) 

学習指導において、児童生徒一人一人に応じて、学習課題や活動を
工夫しましたか            よく行った（学校対象） 

R5.4 小 75.0% 中 28.6% 
目標値 

小中 70% 
R5.４全国調査（公立） 
小 27.8％  中 24.6％ 

 児童生徒が、それぞれのよさを生かしながら、他者と情報交換して
話し合ったり、異なる視点から考えたり、協力し合ったりできるよ
うに学習課題や活動を工夫しましたか  よく行った（学校対象） 

R5.4 小 50.0% 中 28.6% 
目標値 

小中 70% 
R5.４全国調査（公立） 
小 30.6% 中 28.7% 

授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んで
いましたか 

当てはまる（児童生徒対象） 

小中 45.8％ 
目標値 

小中 70% 
R5.４全国調査（公立） 
小 30.5％  中 30.4％ 

話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすること
ができていますか 

当てはまる（児童生徒対象） 

小中 53.4％ 
目標値 

小中 70% 
R5.４全国調査（公立） 
小 38.6％  中 34.3％ 

＜子どもたちに委ねる授業＞  

【自立した学習者】児童生徒が課題解決に向け、自らの課題を見つけ、学習方法を考え、取り組ん

でいる授業 

【学習活動を複線化】児童生徒が個別に課題の解決に向け、学習活動に取り組んでいる授業 

【主体的に ICT を活用】探究的な学習過程の中で児童生徒自身が、自分に合った方法や教材を選

択・活用し学びを進めている授業 
 

 
 

 ＜個別最適な学び＞  

【指導の個別化】一定の目標を全ての子どもが達成することを 

めざし、異なる方法等で学習を進める 

・子ども一人一人の特性・学習進度・学習到達度に応じて 

・必要に応じた重点的な指導や指導方法・教材等の工夫 

【学習の個性化】異なる目標に向けて、学習を深め、広げる 

・子ども一人一人の興味・関心・キャリア形成の方向性等に応じ 
・一人一人に応じた学習活動や課題に取り組む機会を提供 

 

 

＜協働的な学び＞  

異なる考えが組み合わさり、より

良い学びを生み出す 

・対話や協働活動を通じ、自己の

考えを広げ深める 

・子ども一人一人のよい点や可

能性を生かす 

・子ども同士をはじめ多様な他

者と協働する 

授業改革～対話を重視した授業実践による、子ども主体の学びへの転換 

北広島市教育振興基本計計画 ２６の施策との関連 施策３ 

関連する SDGｓの目標  

具体的手立て２ 
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各学校において、児童生徒の命と心を守り、全ての子どもが学校で安心して学ぶことのできる「居場所づ

くり」「絆づくり」を進めるとともに、家庭、地域、関係機関との連携を一層強め、いじめ根絶の取組を推

進します。また、子どもが互いに尊重し合い、主体的に望ましい人間関係を形成し、いじめを許さない態度

等を身につけることができるよう支援をすることが重要です。 

《 いじめ防止の取組の充実 》 

学校、家庭、関係機関の連携を一層強め、いじめの早期発見・早期対応に向けた生徒指導体制の充実を

図り、子どもたちがいじめの被害者にも加害者にもなることがなく、安心して過ごせる居場所づくりを推

進します。 

□いじめの未然防止の促進 

・児童会、生徒会活動での主体的ないじめ防止に取り組む活動の推進 

・自己有用感や社会性を高めるソーシャルスキルトレーニングやピア・サポート、アサーショントレー 

ニングなどの心理教育プログラムの推進 

・道徳科を要とした学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の充実 

・アセスメントツール「ほっと」「QU」など、客観的データを活用した児童生徒理解の充実 

・不安や悩みを抱えたときの対処方法を学ぶ「SOS の出し方に関する教育」を含む自殺予防教育の推進 

□いじめの早期発見・早期対応に向けた生徒指導体制、教育相談体制の充実 

 ・児童生徒間の「からかい」や「嫌がらせ」なども含め、いじめを積極的に認知し、その解決に向け

た校内いじめ対策組織による早期発見・早期対応の徹底 

 ・ＳＣ、ＳＳＷ、みらい塾、ＮＰＯ、医療機関等、関係機関との連携強化 

《 不登校児童生徒への支援の充実 》 

学校において、子ども同士の良好な人間関係が構築されるとともに、子どもと教員の信頼関係が構築さ

れ、全ての子どもにとって安心感と充実感が得られる魅力ある学校づくりを推進します。 

各学校において、校長のリーダーシップの下、教員が SC や SSW、心の相談員と連携し、教育相談体制

の充実を図るとともに、「欠席しがちな子どもへの対応の手引き」等を活用し不登校の子どもたちを組織

的・計画的に支援する体制整備を促進します。 

□魅力あるより良い学校づくりの推進 

 ・自己存在感を与え、共感的な人間関係を育成し、自己決定の場を与える安全安心な風土の醸成 

□不登校の子どもを支援する体制の強化 

 ・就学・進学に伴う学校間での情報共有や進級に伴う校内での引継ぎも含め、学校、家庭、関係機関

との連携による「児童生徒理解・支援シート」の作成と継続的な支援の推進 

 ・予兆への対応を含めた初期段階からの相談活動の実施等による早期対応の徹底 

 ・１人１台端末を活用した、オンライン授業や学習教材の提供など個に応じた学習機会の確保と教員

や SC によるカウンセリングなど個に応じた教育相談機会の確保 

 
 
 
 
 
□成果指標 

指          標 
本市の現状  

R５.10 学校対象アンケート 
達成目標 

Ｒ６(2024) 

いじめ、不登校の未然防止を組織的、計画的に進めていますか 
  よく進めている（学校対象） 

小中 80％ 目標値 

小中 100% 全国調査質問項目なし 

不登校児童生徒に対し、家庭・関係機関と連携を図り、継続的な
支援を行っていますか       よく行っている（学校対象） 

小中 80％ 
目標値 

小中 100% 全国調査質問項目なし 

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか 
  そう思う（児童生徒対象） 

小中 87.2％ 
目標値 

小中 100% 
R5.４全国調査（公立） 
小 82.6％ 中 80.3％ 

困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相
談できますか 

当てはまる (児童生徒対象） 

R5.4 小 33.7% 中 31.9% 
目標値 

小中 50% 
R5.４全国調査（公立） 

小 33.4％ 中 31.2％ 

生徒指導～誰一人取り残されない安全安心な風土づくり            

北広島市教育振興基本計計画 ２６の施策との関連 施策３・８・１１ 

関連する SDGｓの目標  

具体的手立て３ 
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Society 5.0 時代においては、社会のあらゆる場所で、ICT の活用が日常のものとなり、子どもたち

が、鉛筆やノートなどの文房具と同様に、スマートフォンやタブレット、パソコンなどの ICT 機器を身

近なツールとして活用して学ぶことで、全ての子どもたちの可能性を引き出す、個別最適な学びと協働的

な学びの実現が求められています。文部科学省が示す「GIGA スクール構想」は、１人１台端末と高速大

容量の通信ネットワークを一体的に整備することで、多様な子どもたち一人一人に個別最適化され、資

質・能力が一層確実に育成できる教育 ICT 環境の実現を目指すものです。 

＜「１人１台端末・高速通信環境」がもたらす学びの変容＞ 

 

×     ＝ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市では、「ＧＩＧＡスクール構想」の実現を加速化するために、令和２年度に３００２台、令和３年

度に１４２０台、計４４２２台の学習者用ＰＣを導入しており、北広島市内全ての子どもたちに学習者用

ＰＣが行き渡っています。また、市内各小中学校でも、これまでプロジェクタ、デジタル教科書、学習者

用ＰＣ等のＩＣＴ環境を活用したわかる授業づくりに取り組んできました。 

今年度も、これまでの取組を継続しさらに１人１台端末等の積極的な活用により、学びの転換・深化を

進めるため、以下の取組を充実させていきます。 

□ＩＣＴ活用のための校内組織体制の強化 

 ※校内組織にＩＣＴ活用推進委員設置、ＩＣＴ活用年間計画等作成 

□ＩＣＴ活用指導力を向上させる校内研修の充実 

□文科省 CBT システム（MEXCBT）の利用促進 
 
 

 
 
 
 
 
□成果指標 

 

指          標 
本市の現状  

R５.10 学校対象アンケート 
達成目標 

Ｒ６(2024) 

児童生徒一人一人に配備された PC・タブレットなどの ICT 機器
を、授業でどの程度活用しましたか   ほぼ毎日（学校対象） 

R5.4 小 75.0% 中 57.1% 
目標値 

小中 80% 
R5.４全国調査（公立） 
小 65.2%  中 62.6％ 

これまで受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器をど
の程度使用しましたか       ほぼ毎日（児童生徒対象） 

R5.4 小 33.7% 中 43.1% 
目標値 

小中 80% 
R5.４全国調査（公立） 
小 28.2％ 中 28.1％ 

学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器を使うのは勉強の役
に立つと思いますか 

そう思う（児童生徒対象） 

R5.4 小 72.4% 中 63.6% 
目標値 

小中 80% 
R5.４全国調査（公立） 
小 67.5％ 中 58.7％ 

北広島市教育振興基本計計画 ２６の施策との関連 

これまでの教育実践の蓄積 ICT 
学習活動の一層の充実 
主体的・対話的で深い学びの 
視点からの授業改革 

  ＩＣＴ活用～１人１台端末の効果的な活用による学びの転換・深化     

「１人１台端末」ではない環境 

全員が同時に同じ内容を学習する 

「１人１台端末」の環境 

・各人が同時に別々の内容を学習できる 

・各人の学習履歴が自動的に記録される 

→一人一人の教育的ニーズや学習状況に応じた個別学習が可能に 

・一人一人が記事や動画等を集め独自の視点で情報を編集できる 

・各自の考えを即時に共有し、共同編集ができる 

 →全ての子どもが情報の編集を経験しつつ、多様な意見にも即時に 

触れられる 

 

→ 

グループ発表ならば可能だが、 

自分独自の意見は発信しにくい 

教師が電子黒板等を用いて説明し子

どもたちの興味関心意欲を高めるこ

とはできる 

・教師は授業中でも一人一人の反応を把握できる 

→子どもたち一人一人の反応を踏まえた、双方向型の一斉授業 

が可能に 

 

個
別
学
習 

協
働
学
習 

一
斉
学
習 

学びの 

転換 

学びの 

深化 

施策８・９ 

関連する SDGｓの目標  

具体的手立て４ 
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・多面的、多角的な実態把握を行い、合理的配慮や自立活動の視点から必要

な配慮や支援を明確にする。 

・半年後または１年後の子どもの成長や変容を見据えた具体的な目標を設

定し、「個別の指導計画」に明記する。 

・作成した「個別の指導計画」をもとに、子どもの実態や指導のねらい、手

立て等について子どもに関わる全ての教職員で共有し指導にあたる。 

・子どもの変容をもとに、教師の手立てや設定した目標の妥当性について

協議し、指導・支援の見直しを図るとともに、保護者と連携し「個別の教

育支援計画」についても評価改善し、引継ぎ活用を図る。 

 

 

障がいのある子ども一人ひとりの状況に応じて、適切な指導や支援の手立てを講じるためには、様々な障

がいの特性について理解を深め、子どもの教育的ニーズを把握する必要があります。そのためには、特別支

援教育コーディネーターを中心とする校内教育支援委員会において、具体的な取組とその時期を明確にして

全校体制で取り組むとともに、保護者との信頼関係を構築することが大切です。 

《 組織的・計画的な特別支援教育の推進 》 

□校内教育支援委員会の充実 

校内教育支援委員会を定期的に開催するとともに、教職員それぞれが担う校内での役割を明確にし、専

門性等を生かした支援体制を構築する。 

 

 

 

 

 

 

 

□関係する各組織の役割を明確にするとともに、組織間の連携を密にして支援する。 

 

《 子ども一人ひとりに応じた指導・支援の検討と見直し 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
□成果指標 

 

指          標 
本市の現状  

R５.10 学校対象アンケート 

達成目標 

Ｒ６(2023) 

校内支援員会を定期的に開催し、教職員それぞれが担う役割を明
確にし、専門性等を生かした支援体制を構築していますか 
                  よく行った（学校対象） 

新規項目 
目標値 

小中 80% 全国調査質問項目なし 

教員は、特別支援教育について理解し、授業の中で、児童生徒の
特性に応じた指導上の工夫（板書や説明の仕方、教材の工夫等）
を行いましたか                      よく行った（学校対象） 

小中 66.7％ 
目標値 

小中 80% 
R5.４全国調査（公立） 

小 43.9％ 中 43.7％ 

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか 
そう思う（児童生徒対象） 

R5.4 小 58.7% 中 51.3% 
目標値 

小中 80% 
R5.４全国調査（公立） 

小 49.9％ 中 40.7％ 

＜校内教育支援委員会の役割＞ 

・学習面、行動面、対人関係、コミュニケーションなど、多面的に実態把握を行い、具体的な支

援方法を検討する。 

・必要に応じ外部専門機関や通級指導教室担当教諭など専門的な知見からの助言を参考にする。 

・子どもへの支援について、定期的に評価及び見直しを行う。 

・校内研修会を設定するなど、全教職員の共通理解を図るための取組を実施する。 

特別支援教育～一人ひとりの多様な教育的ニーズに応じた支援の充実      

北広島市教育振興基本計計画 ２６の施策との関連 施策５・１１ 

関連する SDGｓの目標  

具体的手立て５ 
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キャリア教育では、一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てること

を通して、社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現していく過程であるキャリア

発達を促すことが重要となっています。 

本市では、社会的・職業的自立に向け、学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら、児童生徒

一人一人のキャリア形成を育むため、キャリア・パスポート（きたひろ夢ノート）を活用し、子どもが自

身の変容や成長の自己評価を促すキャリア教育（大志学）を実践しています。 

昨年度、「きたひろ夢ノート」を改訂し、低学年用（小１～４年）と高学年用（小５～中３）の分冊に

して、使用学年を小中の全学年に広げ、大志学９年間で子どもたちが自信をもって夢を膨らませることが

できるよう充実を図りました。そして、広教研調査研究協議会において、改訂版の効果的な活用の実践・

検証を進めました。また、中学校区における「大志学」の教育課程や「きたひろ夢ノート」の年間指導計

画も確実に整備されました。 

今年度も「大志学」の実践を通し、協力・自信・挑戦・選択の視点から、児童生徒に未来の社会人とし

て必要な、挑戦する心や社会性の育成、ふるさと意識の醸成を図っていきます。 

 

《 きたひろ夢ノートを活用したキャリア教育の推進 》 

 □家庭・地域と一体となり学校教育全体を通して行う組織的かつ計画的な進路指導の強化 

  ・保護者記載のページ通して、子どもの状況について保護者と共有 

 □主体的に進路選択ができるよう、小・中における「きたひろ夢ノート」の活用促進 

  ・中学校区における「大志学」の教育課程、年間指導計画の整備 

□児童生徒が自身の変容や成長を自己評価する学習活動の充実 

・自らのキャリア形成を見通す、振り返る 

 

《 小・中、地域が一体となって取り組む大志学の推進 》 

□９年間の系統性を踏まえた指導計画の作成 

□地域の施設や人材等の教育資源を活用した体験的な学習活動の促進 

□ふるさと北広島の自然環境や歴史、伝統、文化、産業等について理解を深める学習活動の推進 

 

 
 
 

□成果指標 

指          標 
本市の現状  

R５.10 学校対象アンケート 

達成目標 

Ｒ６(2023) 

夢ノート等を活用し、将来就きたい仕事や夢について考えさせる

指導をしましたか                   よく行った（学校対象） 

小中 66.7％ 
目標値 

小中 100% 
R5.４全国調査（公立） 

小 20.4％ 中 49.5％ 

９年間の系統性を踏まえたキャリア教育（大志学）の全体計画、

年間指導計画を作成し、学習活動を進めましたか  

よく行った（学校対象） 

新規項目 
目標値 

小中 100% 全国調査質問項目なし 

将来の夢や目標を持っていますか 
当てはまる、どちらかといえば当てはまる（児童生徒対象） 

R5.12 小 90% 中 82.7% 
目標値 

小中 90% 
R5.４全国調査（公立） 

小 81.5％ 中 66.3％ 

北広島市教育振興基本計計画 ２６の施策との関連 

大志学～「きたひろ夢ノート」を活用したキャリア教育の充実         

施策１・７ 

関連する SDGｓの目標  

具体的手立て６ 
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学校における人権教育を含めた道徳教育には、子どもたちに自己の生き方を考え、主体的な判断の下に

行動し、自立した人間として、他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養うことが求められ

ており、道徳科を要として学校の教育活動全体を通して取り組むことが重要です。 

≪学校の教育活動全体を通じた組織的・計画的な道徳教育の推進≫ 

□校長の方針の下、道徳教育推進教師が中心となり全教職員が協力した道徳教育の推進体制を確立す

る。 

 

 

□子ども一人一人のよい点や可能性、成長の状況などを積極的に評価し、学習したことの意義や価値を

実感できる評価を充実させる。 

□子どもが多様な他者と互いに協力し合い、認め合う中で、他者の役に立つことができる存在であるこ

とを実感させたり、教師が児童生徒の成長を積極的に受け止めて、認め、励ますことにより、子ども

に自らの成長を実感させたりする。 

≪道徳科の授業改善の取組の推進≫ 

□自己を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的に考え、自己や人間としての生き方についての考

えを深めるなど、道徳科の特質を踏まえた指導方法や評価方法の工夫・改善に向けた校内研修の充実

を図る。 

 

 

 

 

□児童生徒が多様な感じ方や考え方に接する中で、考えを深め、判断し、表現する力などを育むことが

できるよう、自分の考えを基に話し合うなどの学習活動を充実させる。 

 

 

 

  

 

 

≪家庭や地域社会との連携による指導の充実≫ 

□保護者や地域の理解と協力を得るための積極的な授業公開等を促進する。 

□コミュニティ・スクールなどを活用した外部人材の協力を得た授業を実施する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
□成果指標 

指          標 
本市の現状  

R５.10 学校対象アンケート 

達成目標 

Ｒ６(2023) 

児童生徒に対して、特別の教科 道徳において、取り上げる題材

を児童生徒自らが自分自身の問題として捉え、考え、話し合うよ

うな指導の工夫をしていますか      よくしている（学校対象） 

小中 66.7％ 
目標値 

小中 90% 
R5.４全国調査（公立） 

小 36.2％ 中 42.3％ 

道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し

合ったりする活動に取り組んでいますか 

当てはまる（児童対象） 

小中 63.3％ 
目標値 

小中 80% 
R5.４全国調査（公立） 

小 44.3％ 中 43.8％ 

北広島市教育振興基本計計画 ２６の施策との関連 

身につけさせたい道徳性や重点内容項目について、共通理解を図る 

教材研究や授業の相互参観など、全教職員が授業づくりに関わる 

授業中の子どもの表情や発言、記述等から評価する。その際、道徳的価値の理解に

基づき、以下の視点を重視して子どもの姿を見取る 

・他者の考えにふれ一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展しているか 

・道徳的価値の理解を自分自身との関わりで深めているか 

 

 

子どもに考えさせたいことや話し合わせたいことを明確にする 

ねらいにせまる指導過程や指導方法を工夫する 

教師と子どもが共に考え、語り合い、多様な考えにふれる場を設定する 

生き方についての思いや願いを持つことができるよう、自分自身について振り返る

機会を大切にする 

 

 

道徳教育～教育活動全体を通して取り組む道徳教育の充実            

施策２ 

関連する SDGｓの目標  

具体的手立て７ 
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現在、世界には気候変動、生物多様性の喪失、資源の枯渇、貧困の拡大など人類の開発活動に起因す

る様々な地球規模の問題があります。これらの問題を解決するため、世界の共通目標として掲げられた

SDGs を北広島市においても一層推進し、将来の世代にわたり恵み豊かな生活を確保できるよう、自ら

の意識を変革し行動する必要があります。 

ESD とは、この SDGs の達成に向けて、あらゆる教育活動を通じて習得された知識、技能、価値観

を行動変容に活かすことにつなげる教育のことです。学習指導要領においても「一人一人の児童生徒

が、自分の良さや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な

人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手と

なることができるようにすること」と記されています。 

 

 

 

 

 

 

 

≪ESD の実践にあたって≫ 

□どのように学ぶのか 

 「主体的・対話的で深い学びの視点」から不断の学習・指導方法を改革します。 

 問題解決的な学習を適切に位置づけ、探究的な学習過程を重視し、主体的な学びを充実させ、グループ

活動を取り入れ、話し合い、協力し協働的な学びも進めます。 

□何ができるようになるのか 

 「持続可能な社会の構築」という観点を意識させ、知識・理解に留まらず、学びを活かし、様々な問題

を「自分の問題」として行動する「実践する力の育成」を目指します。まず今年度、その取りかかりと

して、これまで取り組んできている環境・福祉・人権・平和・国際理解等を SDGs の観点から見直しを

図り、関連づけながら実践を進めます。※総合的な学習の時間を中心として 

〇どのように取り組むのか 

  ESD を効果的に推進するため、ESD の実施を学校経営方針に位置付け、校内組織を整備して学校全体

として組織的に取り組むため、ESD を適切に指導計画に位置付けます。また、コミュニティ・スクール

を活かし、地域との連携の視点を取り入れ、児童生徒による発信と学習成果の振り返りも適切に行いま

す。 
※1 SDGｓ：Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）2015 国連で可決 持続可能な国際目標 
※2 ESD：Education for Sustainable Development （持続可能な開発のための教育）SDGs を実現する学習・教育活動 
※3 北海道 SDGｓ推進ビジョン：2018,12 策定 本道における SDGs 推進のための基本的な指針 

 
 
 
 

 
 
 
□成果指標 

指          標 
本市の現状  

R５.10 学校対象アンケート 

達成目標 

Ｒ６(2023) 

SDGs・ESD に関する学習活動に取り組み、体験活動を計画・実施
していますか            よく行った（学校対象） 

小中 33.3％ 
目標値 

小中 50% 
R4 北海道推進指標より 

小 50.1％ 中 46.4％ 

北広島市教育振興基本計計画 ２６の施策との関連 

 SDGs・ESD の推進～10 年後を見据えて～  
〇SDGs 達成のため、子どもから大人まで全ての道民が、現代社会における地球規模の様々な課題を 
「自分事と捉え」て「解決に向けて考え」、「行動する力を身につける」とともに「新たな価値観」や 
「行動変容」をもたらす ESD を推進します。 
〇環境教育、国際理解、気候変動などの個別分野を持続可能な開発の視点から統合した、分野横断的

な教育をすべての学校で取り組み、未来像を予測して計画を立てる力や多面的・総合的に考える力、
他者との協力する態度などを育成することを目指します。 

〇学校と地域など多様な主体が連携した ESD の実践を通して、「北海道 SDGs 推進ビジョン」に示さ
れた北海道の「めざす姿」の実現につなげます。（北海道教育推進計画 2023 年度～2027 年度より） 

ＳＤＧｓ・ESD～持続可能な社会の創り手を育む ESD の推進        

施策６ 

関連する SDGｓの目標  

具体的手立て８ 
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「よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創る」という学習指導要領の目標を学校と地域とが共有し、

未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて、相互の連
携・協働のもとに学校づくりと地域づくりを進め、一体となって子どもたちの成長を支えていくことが重要
です。 

  

 

 

 

                                具体的な取組として 

 

 

 

 

 

 

令和５年度に市内全ての小中学校に整備された学校運営協議会の活動を基盤とし、地域創生に向けて地域
と学校が育むべき子どもの資質や学校の取組・課題を共有する体制づくりを行うなど、「学校を核とした地
域づくり」を通し、未来を担う子どもたちの豊かな成長を支える地域社会の実現を目指します。 
《主体的に地域に関わる児童生徒の育成》 

□地域社会や学校外の関係機関等との連携による総合的な学習の時間等を活用した学習活動の充実 
□地域の人材など外部人材を活用した効果的な授業や教材の開発 
□地域探究型の学習活動の推進 

  地域の住民と児童生徒が地域の課題に向き合い、多様な経験や技術を地域の人材・企業等の協力を得なが
ら、課題解決に向けて協働する学習活動 

《地域とともにある学校づくりのための推進体制の構築》 
□コミュニティ・スクールと地域学校協働本部の一体的推進 
□学校運営協議会の会議運営や学校・地域の教育活動の推進 
□学校・地域の課題解決をめざす、CS を核とした教育活動の推進 

《生活習慣、学習習慣の確立に向けた学校・家庭・地域の協働した取組の推進》 
□きたひろしまアンビシャス４ルール（スマホ、TV ゲームの約束）の徹底 
□家庭学習の充実に向けた学校・家庭の連携 

 

 

 

 

 

□成果指標 

指          標 
本市の現状  

R５.10 学校対象アンケート 

達成目標 

Ｒ６(2023) 

コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の仕組みを生かし

て、地域や保護者との協働による活動を計画し実施しましたか 

                  よく行った（学校対象）                                   

小中 66.7% 
目標値 

小中 80% 全国調査質問項目なし 

今住んでいる地域の行事に参加していますか  

  当てはまる、どちらかといえば当てはまる（児童生徒対象） 

R5.4  小 60% 中 38.2% 目標値 

小 80% 

中 50% 

R5.４全国調査（公立） 

小 57.8％ 中 38.0％ 

地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか 

当てはまる、どちらかといえば当てはまる（児童生徒対象） 

R5.4  小 79.3% 中 73.4% 
目標値 

小中 90% 
R5.４全国調査（公立） 

小 76.8％ 中 63.9％ 

北広島市教育振興基本計計画 ２６の施策との関連 

連携・協働～主体的に地域に関わる子どもの育成                    

施策７・１０・１２ 

関連する SDGｓの目標  

具体的手立て９ 

学校と地域の連携・協働が必要 
 

 
× 
 

 

コミュニティ・スクール 
 

地域学校協働活動 
 

これからの時代を生き抜く力の育成（学校だけでは得られない知識・経験・能力） 
地域住民が自ら地域を創っていくという「主体的な意識」への転換 

 
 

「目標」や「ビジョン」 
の共有 

「地域とともにある学校づくり」と「学校を核とした地域づくり」を併せて実現 
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教職員には、より質の高い教育を維持・継続し、子どもたちの可能性を最大限に伸長させることが求めら

れています。中教審令和３年答申で「令和の日本型学校教育」を担う教師の姿として 

□変化を前向きに受け止め、教職生涯を通じて学び続ける  

□子供一人一人の学びを最大限に引き出す役割を果たす 

□子供の主体的な学びを支援する伴走者としての能力も備えている 

と示されており、教員は日々の教育実践や自己の研鑽により、絶えず自らの資質・能力の向上に努めなけれ

ばなりません。 

新しい研修制度では、教師に共通的に求められる資質能力の柱が５項目に再整理されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜「令和の日本型学校教育」を担う「新たな教師の学びの姿」の実現に向けて＞ 

 □教師自身の学び（研修観）を転換し、「新たな教師の学びの姿」を実現する 

 □教職生活を通じた学びにおける「理論と実践の往還」を実現する 

小中一貫教育を進めていく中で、各学校において研修の効率化と質の向上を図り、教員が主体的に学び続

ける研修の改善充実を図っていきます。 

〇小中互いの教育内容や指導方法について共有化する研修 

〇中学校区で小中の研究主題を統一する中での協同的な研究 

〇中学校区全教職員による合同研修会と中学校区の小中一貫教育推進会議の積極的な開催 

〇小中教員相互の乗り入れ、児童生徒の実態等中学校区の状況に応じた乗り入れ教科の拡大、授業交流な

どの積極的な実施 

〇小学生の中学校登校、小中合同授業や小小連携による授業の実践 

 

 

 

 
□成果指標 

指          標 
本市の現状  

R５.10 学校対象アンケート 

達成目標 

Ｒ６(2023) 

近隣等の小、中学校と、授業研究を行うなど、合同して研修

を行いましたか         よく行った（学校対象） 

小中 93.3％ 
目標値 

小中 100% 
R5.４全国調査（公立） 

小 19.0％ 中 27.6％ 

個々の教員が自らの専門性を高めるため、校外の各教科等の

教育に関する研究会等に定期的・継続的に参加していますか 

（含オンライン）       よくしている（学校対象） 

R5.4  小 62.5% 中 57.1% 
目標値 

小中 80% 
R5.４全国調査（公立） 

小 24.6％ 中 20.8％ 

北広島市教育振興基本計計画 ２６の施策との関連 

資質能力の向上～主体的に学び続ける研修の改善充実               

施策８ 

関連する SDGｓの目標  

具体的手立て 10 

教職に必要な素養 
円滑なコミュニケーション、良好な人間関係の構築、学校組織マネジメント、連
携協働、危機管理の知識や視点 

学習指導 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善、学習者中心の授業の創
造、カリキュラム・マネジメント、協働した授業研究、各教科等の専門的知識 

生徒指導 
良さや可能性を伸ばす姿勢、個に応じた指導や集団指導、子どもたちとの信頼関
係の構築、可能性や活躍の場を引き出す集団づくり（学級経営） 

特別な配慮や支援を必要
とする子どもへの対応 

子どもの特性の理解、組織的対応、学習上・生活上の支援の工夫 

授業や校務等に ICT を効果的に活用、児童生徒等の情報活用能力（情報モラル
を含む）を育成するための授業実践等、教育データの適切な活用 

ICTや情報・教育デー
タの利活用 
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コロナ禍や社会構造の変化を背景に、不登校やいじめ、貧困など子どもたちの抱える困難が多様化・

複雑化するなか、一人ひとりのウェルビーイングの確保が必要と考えられています。文部科学省は新し
い時代に相応しい学校づくりのあり方として、“教員・子ども双方が幸せに感じる”ウェルビーイングな
学校施設を創造すると提唱しており、教育を通じて日本社会に根差したウェルビーイングの向上を図っ
ていくことが求められています。 

また各学校は、子どもたちが災害や事故、犯罪等から身を守ることができるよう、危機対応能力、規
範意識、社会貢献できる態度を育成するため、学校、家庭、地域、関係機関との連携により効果的な防
災教育、交通安全教育、防犯教育の充実を図らなければなりません。 

《教育活動全体を通じた子どもたちのウェルビーイングの向上》 

 

 

 

 ・自己肯定感 ・自己実現 など          ・利他性 ・協働性 ・社会貢献意識 など 

 

 

 

《学校が教師のウェルビーイングの場となることをめざす働き方改革の推進》 
  教師が自らの授業を磨くとともに、生活の質や教職人生を豊かにすることで、自らの人間性や創造性

を高め、子どもたちに対して効果的な教育活動を行うことができるようにする 
□子どもたちの成長を実感できること 
□保護者・地域との信頼関係があること 

 □職場の心理的安全性が保たれていること 
  ・学校全体が抱える業務量を見直し、安全・安心な勤務環境を実現する 
  ・自由に意見を述べたり、前例のない試みに挑戦する教師を支援できる環境を醸成する 
  ⇒学校内外で発生した問題を教職員が一人で抱え込むことなく、組織としてより最適な解を導き出す

ことを可能にする 
《安全・安心な教育環境の構築》 

□体験を重視した効果的な交通安全教育と防犯教育の推進  
 □家庭や地域とともに学ぶ体験的な防災教育の推進 
 □安全確保や災害対応など危機管理体制の構築 
  ・「学校安全計画」「危機管理マニュアル」の新たな危機への対応 

 
 
 

 

 

 
□成果指標 

指     標 本市の現状  
達成目標 

Ｒ６(2023) 

児童生徒に対して、学校生活の中で一人一人のよい点や可能性
を見付け評価する（褒めるなど）取組を行いましたか 

よく行った（学校対象） 

R5.4  小 75.0% 中 85.7% 
目標値 

小中 90% 
R5.４全国調査（公立） 

小 60.8％ 中 54.8％ 

学校全体が抱える業務量を見直し、安全・安心な勤務環境を実

現するための取組を行いましたか  よく行った（学校対象） 

新規項目 目標値 

小中 70% 全国調査質問項目なし 

学校に行くのは楽しいと思いますか 
そう思う、どちらかといえばそう思う(児童生徒対象） 

R5.12  小 88% 中 87% 
目標値 

小中 100% 
R5.４全国調査（公立） 

小 85.3％ 中 81.8％ 

自分には、よいところがあると思いますか 
そう思う、どちらかといえばそう思う児童生徒対象） 

R5.12  小 81% 中 83.1% 
目標値 

小中 90% 
R5.４全国調査（公立） 

小 83.5％ 中 80.0％ 

個人が獲得・達成する能力や状態に基づく
ウェルビーイング（獲得的要素） 

人とのつながり・関係性に基づく 
ウェルビーイング（協調的要素） 

両者を調和ある形で一体的に
向上させていくことが重要 

今日的課題～子ども、教職員が活躍できる安心安全な教育環境の整備  

北広島市教育振興基本計計画 ２６の施策との関連 施策６ 

関連する SDGｓの目標  

具体的手立て 11 
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７．具体的手立ての成果指標と達成目標        

No 具体的手立て 成果指標 達成目標 

１ 

＜教育課程＞ 

子どもの可能性を

引き出す横断的・系

統的な教育課程の

実践 

○児童生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各種データ

等に基づき、教育課程を編成し、実施し、評価して改善を図る

一連のＲＰＤＣＡを確立していますか      

□よくしている 

小中 100％ 

 

○近隣等の小、中学校と、教科の教育課程の接続や教科に関

する共通の目標設定など教育課程に関する共通の取組を行

いましたか 

□よく行った 

小中１００％ 

 

２ 

＜授業改革＞ 

対話を重視した授

業実践による、子ど

も主体の学びへの

転換 

○学習指導において、児童生徒一人一人に応じて、学習課題

や活動を工夫しましたか             

□よく行った 

小中 70％ 

○児童生徒が、それぞれのよさを生かしながら、他者と情報交

換して話し合ったり、異なる視点から考えたり、協力し合った

りできるように学習課題や活動を工夫しましたか  

□よく行った 

小中 7０％ 

 

○授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り

組んでいましたか 

□当てはまる 

小中 70％ 

○話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりする

ことができていますか 

□当てはまる 

小中 70％ 

３ 

＜生徒指導＞ 

誰一人取り残され

ない安全安心な風

土づくり 

○いじめ、不登校の未然防止を組織的、計画的に進めています    

か 

□よく進めている 

小中 100％ 

○不登校児童生徒に対し、家庭・関係機関と連携を図り、継続

的な支援を行っていますか      

□よく行っている 

小中 100％ 

○いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか 
□そう思う 

小中 100％ 

○困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつで

も相談できますか 

□当てはまる 

小中 50％ 

４ 

＜ＩＣＴ活用＞ 

１人１台端末の効

果的な活用による

学びの転換・深化 

○児童生徒一人一人に配備された PC・タブレットなどの

ICT 機器を、授業でどの程度活用しましたか    

□ほぼ毎日 

小中 80％ 

○これまで受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を

どの程度使用しましたか 

□ほぼ毎日 

小中 80％ 

○学習の中で PC・タブレットなどの ICT機器を使うのは勉

強の役に立つと思いますか 

□そう思う 

小中 80％ 

５ 

＜特別支援教育＞

一人ひとりの多様

な教育的ニーズに

応じた支援の充実 

○校内支援員会を定期的に開催し、教職員それぞれが担う

役割を明確にし、専門性等を生かした支援体制を構築し

ていますか 

□よく行った 

小中 80％ 

 

○教員は、特別支援教育について理解し、授業の中で、児童

生徒の特性に応じた指導上の工夫（板書や説明の仕方、

教材の工夫等）を行いましたか                       

□よく行った 

小中 80％ 

 

○先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思います

か 

□当てはまる 

小中 80％ 

６ 

＜大志学＞ 

「きたひろ夢ノー

ト」を活用したキャ

リア教育の充実 

○夢ノート等を活用し、将来就きたい仕事や夢について考え

させる指導をしましたか                    

□よく行った 

小中 100％ 

○９年間の系統性を踏まえたキャリア教育（大志学）の全体

計画、年間指導計画を作成し、学習活動を進めましたか 

□よく行った 

小中 100％ 

○将来の夢や目標を持っていますか 

□当てはまる、どちらか

といえば当てはまる 

小中９０％ 

学校対象 児童生徒対象 
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７ 

＜道徳教育＞ 

教育活動全体を

通して取り組む道

徳教育の充実 

○児童生徒に対して、特別の教科 道徳において、取り上げ

る題材を児童生徒自らが自分自身の問題として捉え、考

え、話し合うような指導の工夫をしていますか       

□よくしている 

小中９０％ 

○道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループ

で話し合ったりする活動に取り組んでいますか 

□当てはまる 

小中 80％ 

８ 

＜ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ・ E S D ＞ 

持続可能な社会

の創り手を育む

ESDの推進 

○SDGs・ESDに関する学習活動に取り組み、体験活動を

計画・実施していますか     

□よく行った 

小中 50％ 

９ 

＜連携・協働＞ 

主体的に地域に関

わる子どもの育成 

○コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の仕組みを

生かして、地域や保護者との協働による活動を計画し実

施しましたか 

□よく行った 

小中 80％ 

○今住んでいる地域の行事に参加していますか  

□当てはまる、どちらか

といえば当てはまる 

小 80% 中 50% 

○地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか 

□当てはまる、どちらか

といえば当てはまる 

小中 90％ 

10 

＜資質能力の向上＞ 

主体的に学び続け

る研修の改善充実 

○近隣等の小、中学校と、授業研究を行うなど、合同して研

修を行いましたか        

□よく行った 

小中 100％ 

○個々の教員が自らの専門性を高めるため、校外の各教科

等の教育に関する研究会等に定期的・継続的に参加して

いますか（含オンライン）     

□よくしている 

小中 80％ 

11 

＜今日的課題＞ 

子ども、教職員が

活躍できる安心安

全な教育環境の

整備 

○児童生徒に対して、学校生活の中で一人一人のよい点や

可能性を見付け評価する（褒めるなど）取組を行いました

か 

□よく行った 

小中 90％ 

○学校全体が抱える業務量を見直し、安全・安心な勤務環

境を実現するための取組を行いましたか        

□よく行った 

小中７０％ 

○学校に行くのは楽しいと思いますか 

□そう思う、どちらかと

いえばそう思う 

小中 100％ 

○自分には、よいところがあると思いますか 

□そう思う、どちらかと

いえばそう思う 

小中 90％ 

＊児童生徒対象アンケートは、小学校 6年生、中学校 3年生全員を対象とする。 

＊アンケートは 10月～11月に実施する。 
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平和・国際理解 

小中一貫教育 

持続可能な社会の創り手を育む 

コミュニティ 
ス ク ール 

大志学 

人権・福祉 

環 境 

北広島市における SDG の重点 
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令和６年度                          

北広島市学校教育の推進方針  

 

令和６年４月   

北広島市教育委員会 


